
①「行動」でみる，「行動」で考える 

 よく学校や家庭などで耳にする言葉として「だらしない」，「行儀が悪い」などがあり

ます。あるいはポジティブな言葉として「明るい」，「優しい」というものがあります。

これらは「抽象的な言葉であって」「行動」ではありません。「抽象的な言葉」を「動詞」

に置き換えることから始まります。 

 

②メッセージの工夫 

 「きちんとしなさい」「ちゃんとしなさい」という言葉も「抽象的なことば」です。

それは「きちんと」や「ちゃんと」というのが「具体的に何をすればよいのか」が分か

っていないかもしれません。また，ネガティブな出来事があるとどうしても「長く」「た

くさん」の情報を伝えてしまいます。なので「簡潔」に伝えることが大切です。そして

伝えるときは「～しない」「～できていない」というネガティブな表現でなく「～する」

「～している」という「ポジティブな表現」で伝えることが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③全体で課題を共有する 

 まずはそれぞれが学校（学年）で課題だと感じていることを挙げます。それを各グル

ープでブレーストーミングの要領で「課題の洗い出し」をします。その際，「行動」で

考えることができているか互いに確認しながら具体的にしていきます。続いて KJ 法等

を用いて，同じような「行動」をカテゴリーに分類し，カテゴリーに名前をつけます。

そのなかから重要だと思う順に３つ程度選びそれを発表し合います。そうすると「課題」

とする行動に共通する部分と共通していないズレが見えてきます。このズレを埋めるこ

とが学校全体課題を共有することにつながります。 

 

ポジティブな表現で伝える。 

たくさんの情報を与える 

ネガティブな表現で伝える 

具体的に伝える 

今何をしたら良いかを簡潔

に伝える 

具体的に伝える 



④データ収集 

 

⑤理想を共有する 

 「課題」がネガティブな行動だけに

なっている部分は，ポジティブな行動

になるように記入します。 

 

⑥行動についての考え方を転換する 

 行動についての考え方をポジティ

ブなものに転換する必要があります。

「今できている行動」「簡単な行動」

「当たり前の行動」などを意識的に見

つけることが大切です。 

 

 


